































る表現が見出されるが，その批判としては，決して網羅的ではないが， Hoxie (1915) 
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力が使用者によって統制される過程を中心に展開される J (p. 1.……以下特
記しないかぎり同書の頁数である)と述べ， その労働の統制・制御 (indus-


















延長，ないし精般化である J (p. 35) とされるのである 2) そして監督の過程
はまた労働者と監督者または経営者との取引の一方法)であり，職業市場を
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もに情況をよく知っていることが要求される (Baldamus.1957. p. 196， Be-

























1 -5においては労働者からみて有利な釘金不均衡 (positivewage dis-























1 ) W. Baldamusはドイツでウェーパーの伝統を汲む社会学の教育を受け， 1937年イ
ギリスに移住，種々の労働の経験の後，労働問題の調査研究生活に入 t)，本書は1950年
代の H.Behrendとの共同調査にもとづくものである。
2 )この点については BaldamusはR.H. Coase (1937)の市場の内部化論から示唆
を得ている。
3) Behrendは，雇用契約，託金交渉には1t金卒の取引と努力の取ヨlが含まれること







(Behrend. 1957， p.509) 
5) 3種類の作業環境，作業関係に対応する仕事における喪失感 (workdeprivation) 
と相対的満足 (relativesatisfaction)は次の通りである (Baldamus，1961. Chapter 
5-7参照)。
作業関係 物 的 条 件 反 f夏 自ヲ F疋-'- 型 自ヲ
仕事での喪失感
tJ f吾 退 屈 {巷 d」じ~、
(Impairment) (Tedium) (Weariness) 
相対的満足
慣 れ 魅きつけること 不安のない状態




(Schloss， 1898. p.13. quated in Lit1er， 1982. p.59.) Littlerはこの引用に続けて，
「換言すれば，時間賃金は普通，仕事の量についての相互の期待にもとづいている。
・・同様に，出来高作業は 1日又は 1週当りある額を獲得するという暗黙の想定を含
むりと述べている(lbid.Baldamus. 1957. p. 198.参照).
7) ，-科学的判断ではなし単価にたいする労働者の反応がそれが適切であるか，緩い
か，きついとみなされるかを決定するり (Behrend，1957. p.510)。また Aitkenも「ど
のように巧妙に経営者が巧妙に作業遂行の最良の方法 (onebest way) をきめよう
と， もし労働者がそれをそのようにしたいと思わなければ，それは最良の方法ではな
くなるd というR.Wolfの見解が19日年以降徐々にテイラーの伝統の後継者の問に


















ては1903年の r工場管理法J (Shop Management， 1903)が詳しい。それに








T= (a+b+c+d十…)(1 +p) 
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間研究一課業決定の科学性にたいする決定的な批判は古林 (1936)によるも
のである。即ち r科学的管理とはいいながら， 自らの科学性にたいして余





はないJ (古林， 1967， p.80) と。また藻利(1956)は「このようなポリシ
ーによる決定を待つてはじめて解決せられうる問題を，管理技術がみずから
独自に決定しうると百断するとき，管理技術は，かえって，その科学性を放


























る.1J (p. 84) と指摘され，また労働市場の影響についても rかくてここで














作用を受け(古林， 1967， p. 81.)， r課程の標準は一方に於ては一流労働者の
最良標準に向うとともに他方に於ては標準の浮動性がもたらされたJ (古林，

















































賃金一努力均衡論からみるならば， 35 rの単価は10個が 7個の1.4倍に相
当し， $ 2.50 X 1. 4= $ 3.50として算出された日収入から計算されたとも考
えられる。つまり1.4倍の努力にたいして1.4倍の収入が期待され，労働者に
は均衡 (parity) として受容されたものと解される。他方， 1893年に単価25
併の単純出来高払制移行の場合，出来高がどうしても 6-8個以上にならな
かったとしてテイラーは差率出来高払制の価値を主張する (Taylor(1903) 












9) M. Fein (1967. 1972a， 197Zb)は経営者の決定する託金割増率から normal が逆
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算されていることを明らかにしている。
10) R. Hyman， 1975. p. 151， 157参照。なお未組織労働者の「生産制限」については，
Mathewson， (1931)やホーソン工場のパンク配線作業実験(進藤. 1978. p.132-5 
参照)を参照。
11)欧米における労働過程論争においてその発端となった H.Braverman (1974)に欠


































































めて限定的なアプローチであることが明らかである (Kelly.1982， p. 28. 参
照)。
第 2の問題は努力概念が主観的で、あることである。出来高交渉についての
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